
～お知らせ～

♦名札は見える位置にお貼りください。

♦水分補給は適宜お願いします。

♦お手洗いは会場を出て、前方及び後方にございます。

♦市役所立体駐車場をご利用の方は、無料処理を行いま
すので、お近くの職員にお声おかけください。

♦その他、お気軽にご相談ください。



本日の内容

♦ 講習（３０分）

～小休憩（５分）～

♦ グループワーク①（３０分）
平常時における準備（活動内容、その特徴・工夫など）

～小休憩（５分）～

♦ グループワーク②（３０分）
今年のスケジュール作成（関係機関との連携等）

研修終了後、交流のお時間を設けさせていただきますのでお時間がある方はご参加ください。



講習

♦ 研修について

♦ 被害想定（2022年度 東京都公表）

♦ 防災WEBポータル

♦ まちだ防災カレッジポータルサイト

♦ 市の態勢（風水害、地震災害）

♦ 指定職員

♦ モデルマニュアル

♦ 感染症対策

♦ 過去の災害における状況

♦ トイレ問題

♦ リーダーの役割



避難施設運営力の向上～地域が避難の在り方を考えるために～

2022

2023
-2025
（予定）

事前研修の実施について

2022年度に、各避難施設において連絡会及び開設訓練を実施し、開設のファーストステップを確認しました。そこ
で、2023年度から、全避難施設において地域主導で運営できること・避難の在り方を考えることを目指し、避難施
設に関する情報共有や運営の方向性を事前に確認するため、事前研修を実施します。
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毎年度同じ繰り返しとなってしまい、
なかなか積みあがっていかない施設が多いという声…
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地域で課題を認識・共有し、スケジュールをたてることでよりよい運営を目指します
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【NEW】



町田市における被害想定

東京都が新たな被害想定を２０２２年５月２５日に公表しました。町田市における従前の被害想定（２０
１２年度公表）と新たな被害想定の差異については下表のとおりです。

新 旧

名称 多摩東部直下地震 多摩直下地震

死者数（人） 121 229

負傷者数（人） 2,126 3,200

避難者数（人） 58,411 92,758

帰宅困難者
（町田駅周辺屋外滞留者）（人） 6,066 12,268

建物倒壊（全壊）（棟） 1,718 3,931

建物倒壊（半壊）（棟） 7,829 12,521

災害廃棄物（万トン） 70 120

※新たな被害想定で死者数及び避難者数が最も大きくなる冬の夕方風速８ｍで比較



















防災WEBポータル

平時においては、市内の天気や気象情報、ハ
ザードマップを掲載しておりますので、災害時に
役立つ各種情報を収集することができます。
災害時においては、避難情報や避難施設の開設

状況等の防災に関する情報を迅速かつ確実に情報
発信します（6月1日から運用開始）。

■画面イメージ



まちだ防災カレッジ

♦ 連絡会での議事録内容の公開を始めました。
→役員以外の地域の皆様にも避難施設での取り組みの状況を共

有することで、避難施設運営のレベルアップにつなげます。
♦ 地域の課題解決に取り組んでいます。

→2022年度、高ヶ坂防災フェスタ、DANCHI Caravan in 町田山崎
で在宅避難をテーマに地域と連携しました。



まちだ防災カレッジ

①

②

PC画面



まちだ防災カレッジ
高ヶ坂防災フェスタ DANCHI Caravan in 町田山崎



市の態勢（風水害）

2016年 8月 台風第9号【大雨・洪水警報、土砂災害警戒情報】
避難勧告発令：29避難施設を開設、最大で273名が避難

2017年 10月 台風第21号【大雨・洪水警報、土砂災害警戒情報】
避難勧告発令：26避難施設を開設、最大で135名が避難

2018年 7月 台風第12号【大雨警報】
避難準備・高齢者等避難開始発令：26避難施設を開設、51世帯95名が避難

2019年 9月 令和元年台風第15号【大雨・洪水・暴風警報】
避難準備・高齢者等避難開始発令：25避難施設を開設、87世帯144名が避難

〃 10月 令和元年台風第19号【大雨・洪水・暴風警報、土砂災害警戒情報】
避難勧告発令：34避難施設を開設、1,429世帯 3,085名が避難

2021年 ８月 大雨対応【大雨警報（浸水・土砂災害）・洪水警報・土砂災害警戒情報】
避難指示発令：22避難施設を開設、最大で65名が避難

2016年8月 台風9号（境川の様子）



市の態勢（風水害）

氾濫危険水位

避難判断水位

氾濫注意水位

水防団待機水位

河川水位

「避難情報に関するガイドライン」（内閣府）に基づき気象庁において作成

※夜間～翌日早朝に大雨警報（土砂災害）に切
り替える可能性が高い注意報は、警戒レベル３
（高齢者等避難）に相当します。

防災課の動き



市の態勢（風水害）

地域によってリスクは異なります。
地域や組織ごとにセミナー開催可能ですので、ぜ

ひお申し込みください。



市の態勢（地震災害）

♦

町田市の被害想定や予防に関する計画の他、
災害ごとの市の態勢について書かれています。
マニュアルというよりは、辞書的な扱いです。



指定職員

【平常時】

避難施設関係者連絡会及び開設訓練への参加

各避難施設で実施する避難施設開設訓練では、資機材操作

の住民への指導や資機材の仕様説明を行うなど、必要に応

じて訓練の補助を行います。

【発災時：市内で震度６弱以上の揺れを観測した場合】

７２時間（3日間）の避難施設の運営にあたります。

⚠避難施設での対応は交替の職員が到着するまで続きます。



モデルマニュアルの活用

町田市町内会・自治会連合会が作成した避難施設運営モデルマニュアルはこちら（https://machida-
shiren.com/rengokai/474/）からご覧いただけます。

事前準備編

避難・開設・
運営編

マニュアル・
シート編

事前準備が「いざというとき」を支えます。

混乱が予想される中で、事前に準備をしてきた人を中心にスタートし、避難者自ら
の取組移行していきます。

各種活動班と、その具体的な作業内容を示しています。

https://machida-shiren.com/rengokai/474/
https://machida-shiren.com/rengokai/474/


感染症対策（2023年5月時点）

♦ マスクの着用について
2023年3月13日から「個人の判断に委ねる」がベース
ただし、避難施設の混雑状況、避難者の年齢層、感染拡大状況による

♦ 事前受付
従来通り、2段階（事前受付及び本受付）での受付を推奨します

♦ スペースについて
2ｍ×2mを一区画とする（プライバシーの観点）



過去の災害における状況

＜過去の災害の状況＞
・避難所運営の意思決定の場に⼥性が少なかったため、⼥性の声・ニーズが重視されず、ま
た、⼥性が声を上げづらい状況がありました。
例）避難所での着替えや授乳の問題

・⼥性は災害時、家事、子育て、介護といった家庭的責任の負担が増え、悩みを抱えること
がありました。
例）子供を保育所に預けられなくなり、仕事を続けることが困難になった⼥性

・男性は家族や地域を支え、守るのは自分の役割であるとして、その責任を抱え込むという
ことがありました。
例）発災後、避難所運営のリーダーとして、休むことなく働き続けた町内会⻑

※東京都防災ホームページ：東京都⼥性人材育成テキストより（https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/kyojyo/1005416/1005791.html）

https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/kyojyo/1005416/1005791.html


過去の災害における状況

※東京都防災ホームペー
ジ：東京都⼥性人材育成
テキストより
（https://www.bousai.metr
o.tokyo.lg.jp/kyojyo/10054
16/1005791.html）

https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/kyojyo/1005416/1005791.html
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/kyojyo/1005416/1005791.html
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/kyojyo/1005416/1005791.html


トイレ問題

時間経過に応じて、複数種類の災害用トイレを活用す
ることを基本として、平時から災害時のトイレ確保・
管理を行います。

トイレ対策のポイント

トイレの個数（目安）

・トイレ対策の司令塔を明確にすること。
・時間経過に応じて複数種類の災害用トイレを備える
こと。

・災害発生当初は、約50人当たり1基
・避難⻑期化の場合は、約20人当たり1基
・トイレの平均的な使用回数は、1日5回
・男⼥比は男性：⼥性＝１：３が目安

内閣府（防災担当）「避難所におけるトイレの確保・管理ガイドライン（平成28年4月）」より引用
国土交通省「マンホールトイレ整備・運用のためのガイドライン」より引用



リーダーとは

令和４年度 防災市民組織リーダー研修から抜粋

リーダーの役割

「防災リーダー」には、複数のタイプが存在する
（一人だけではない）

Type.1
組織の代表者

Type.2
特定の活動の中心と
なる立場にある者

Type.3
アドバイザー・調整
役



リーダーとは
リーダーの役割

令和４年度 防災市民組織リーダー研修から抜粋

リーダーの基本条件には様々なタイプがあるが、災害後の状況や
各段階（フェーズ）によって、役割は異なるのか？

《基本条件》
・複数のリーダーが必要

・地域にいて地域をよく知り信
頼される

・地域の人を牽引できる、コー
ディネートできる

・防災に関心があり、防災活動
に必要な知識やスキルを有して
いる

次の段階における
防災リーダーの役割は？

「発災直後」
直後の安否確認、救出・救助、
初期消火、二次災害防止などが
求められる段階

「避難生活期」
災害発生から一定時間が経過し
た後の避難施設運営、在宅避難
支援、要配慮者支援などが求め
られる



実際に見る対応の状況（発災直後～命を守る期間）

令和４年度 防災市民組織リーダー研修から抜粋

リーダーの役割

トップダウン型のリーダー

《何をしたのか》 《どのようにしたのか》

♦ 救出活動
安否確認活動、生き埋め者、閉じ込め者
の救出活動、遺体の近隣施設への一時安
置

♦二次災害防止
安全な場所への避難の呼びかけ、通行人
に対するガス漏れ注意喚起・指示、近隣
住宅のガスの元栓閉め

♦弱者対策
高齢者への衣類の貸与、暖房を入れた車
への収容、高齢者の病院への搬送、要配
慮者への食糧の優先的割り当て

●「ちょっと隣近所見てくる」と
言って出る
●バーと走り回って、誰々がいない
ということを確認する
●戸をどんどん叩いて命令調で避難
を指示
●「ちょっと手を貸してください」
と言って知らない通りがかりの人ま
で呼びかける
●「ああしろ、こうしろ」と若い人
に指示する



実際に見る対応の状況（避難生活期）

令和４年度 防災市民組織リーダー研修から抜粋

リーダーの役割

ネットワーク型のリーダー

《何をしたのか》 《どのようにしたのか》

♦ 避難所の避難者等のマス対応
避難所運営体制の構築、避難者に対する
食事の提供、必要物資の確保・配布、ト
イレや自炊など避難所利用のルール作り、
避難者の公平性と相互扶助の確保、ボラ
ンティアや物資等不要な資源を他の避難
所等へ転用

♦在宅被災者等の個別ニーズ対応
在宅避難者に対する食糧や水の提供、避
難所利用の呼びかけ、町内の見回り活動
の実施、個別問題解決のため役所等との
交渉

●学校のPTAの人と相談しながらチー
ムを作って対応する
●自治会の役員と相談しながら確認
避難所の管理を行う
●商店街の役員みんなで交代で実施
●同じ教会組織の外部からの協力を
得る
●向こうの町内会にトイレ掃除を分
担するよう交渉する
●消防団員のローテーションを組む



地域防災組織のマネジメントのこれから

令和４年度 防災市民組織リーダー研修から抜粋

リーダーの役割



多様な主体との連携・協力なくしては乗り切れない

令和４年度 防災市民組織リーダー研修から抜粋

リーダーの役割

リーダーには、地域の様々な人や団体との協働体制づくりが求められる



ⅱ.グループワーク①（３０分）

これまでの平常時
の取組みを共有し

よう♪



グループワーク①

災害時に災害対策を適切に実施できる
ようにするためには、平常時にどのよ
うな準備が必要でしょうか。
活動内容、その特徴・工夫していることを
共有しましょう。



グループワーク①

・テーブルごとに、意見交換を行いましょう。
・いくつかの班に、発表していただきます。

＜取り組むこと＞ 全体で３０分
①自己・グループ紹介＆平時の取組紹介
②役割を決める（リーダー、発表者、タイムキーパー）
③意見交換

前スライド



グループワーク①

発表（２～３グループ）



ⅲ.グループワーク②（３０分）

今年はどんな取り組
みをしていこうか…



グループワーク②

災害は一人では乗り切れません。
いつ、どのような人や組織と、何
について、協力・連携できるで
しょうか。
（ワークシートをご活用ください）



グループワーク②

・各避難施設グループに分かれて共有し、
意見交換を行いましょう。
・いくつかの班に、結果を発表していた
だきます。

＜取り組むこと＞ 全体で３０分
①役割を決める
②意見交換



グループワーク②

発表（２～３グループ）



参考資料

・自主防災組織の手引き（町田市）
https://www.city.machida.tokyo.jp/kurashi/bouhan/bousai/earthquake/taisaku/tiikisaigaitaisaku.html

・避難施設運営モデルマニュアル（町田市町内会・自治会連合会）
https://machida-shiren.com/rengokai/474/

・東京都女性防災人材育成テキスト（東京都）
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/kyojyo/1005416/1005791.html

・首都直下地震等による東京の被害想定（令和4年5月25日公表）（東京都）
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/taisaku/torikumi/1000902/1021571.html

自主防災組織の手引き

https://www.city.machida.tokyo.jp/kurashi/bouhan/bousai/earthquake/taisaku/tiikisaigaitaisaku.html
https://machida-shiren.com/rengokai/474/
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/kyojyo/1005416/1005791.html
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/taisaku/torikumi/1000902/1021571.html


質疑応答



ご参加いただきありがとうございました。
参加者アンケートにご協力をお願いいたします。
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